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今
年
５
月
15
日
で
「
沖
縄
復
帰
」
50
年
を
迎
え
る
。
政
府
は
こ
れ
を

記
念
し
て
、
東
京
と
沖
縄
の
２
か
所
で
「
記
念
式
典
」
を
開
催
し
、
天

皇
夫
妻
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
す
る
。
こ
の
式
典
は
日
米
政
府
が
琉

球
・
沖
縄
の
軍
事
植
民
地
化
を
進
め
て
き
た
「
復
帰
50
年
」
を
祝
い
、

琉
球
・
沖
縄
民
衆
が
求
め
て
き
た
「
自
己
決
定
権
」
を
否
定
・
蹂
躙
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
は
沖
縄
、
東
京
で
の
「
記
念

式
典
」
、
さ
ら
に
今
年
10
月
に
天
皇
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
る
「
お
き

な
わ
文
化
祭
２
０
２
２
」
に
断
固
反
対
す
る
。
当
面
す
る
５
・
13
～
15

「
記
念
式
典
」
反
対
闘
争
へ
の
参
加
を
訴
え
る
。 

 

 

「
祖
国
復
帰
」
運
動
の
原
点
は
、
住
民
の
４
人
に
１
人
が
犠
牲

と
な
っ
た
「
鉄
の
暴
風
」
と
形
容
さ
れ
る
凄
惨
な
沖
縄
戦
を
経
験

し
た
琉
球
・
沖
縄
民
衆
が
、
恒
久
平
和
と
米
軍
基
地
か
ら
の
解
放

を
求
め
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
「
復
帰
50
年
」
の
現
実
は

ど
う
か
。
基
地
は
撤
去
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
、

琉
球
弧
全
体
が
軍
事
要
塞
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。 

 

奄
美
～
沖
縄
～
宮
古
～
石
垣
～
与
那
国 

琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
を
阻
止
し
よ
う 

５
・
15
「復
帰
50
年
」式
典
反
対
闘
争
に
結
集
を 

強
ま
る
軍
事
要
塞
化
＝ 

「
復
帰
50
年
」
の
現
実 

 



                          

 

莫
大
な
民
衆
（
住
民
、
兵
士
・
軍
属
な
ど
）
を
犠
牲
に
し
て
生
き
延

び
た
天
皇
制
、
当
時
そ
の
中
枢
に
い
た
天
皇
ヒ
ロ
ヒ
ト
は
戦
後
の
１
９

４
７
年
９
月
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
対
し
、
沖
縄
の
長

期
占
領
を
希
望
す
る
こ
と
を
口
頭
で
伝
え
た
。
い
わ
ゆ
る
「
天
皇
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
だ
。
そ
の
内
容
は
「
米
国
が
沖
縄
そ
の
他
の
琉
球
諸
島
の
軍

事
占
領
を
継
続
す
る
よ
う
天
皇
が
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
言
明
し
た
。

天
皇
の
見
解
で
は
、
そ
の
よ
う
な
占
領
は
米
国
に
役
立
ち
、
ま
た
日
本

に
保
護
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
も
の
だ
。 

１
９
５
２
年
４
月
28
日
に
発
効
し
た
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

約
」
に
よ
っ
て
日
本
は
独
立
す
る
一
方
で
、
沖
縄
は
「
天
皇
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
に
沿
っ
て
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
米
軍
支
配
下
に
お
か
れ
た
。

同
日
、
日
米
安
保
条
約
（
旧
安
保
条
約
）
も
発
効
し
た
。
こ
の
日
は
琉

球
・
沖
縄
民
衆
に
お
い
て
「
屈
辱
の
日
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。 

 

沖
縄
戦
は
植
民
地
支
配
の
帰
結 

 
辺
野
古
新
基
地
は
、
琉
球
・
沖
縄
民
衆
の
度
重
な
る
建
設
反
対
の
意

思
表
示
を
踏
み
に
じ
り
、
反
対
闘
争
に
対
し
て
は
全
国
か
ら
機
動
隊
を

動
員
し
て
弾
圧
し
、
し
ゃ
に
む
に
工
事
を
強
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
奄

美
か
ら
沖
縄
、
宮
古
、
石
垣
、
与
那
国
の
各
島
々
へ
の
自
衛
隊
部
隊
の

配
置
・
ミ
サ
イ
ル
基
地
建
設
を
強
行
し
て
い
る
。 

 

日
夜
絶
え
間
な
い
基
地
爆
音
被
害
、
軍
用
機
の
墜
落
や
事
故
、
有
害

物
質
に
よ
る
土
壌
汚
染
、
繰
り
返
さ
れ
る
米
軍
関
係
者
に
よ
る
女
性
へ

の
性
暴
力
な
ど
軍
事
基
地
に
起
因
す
る
事
件
・
事
故
の
多
発
、
こ
れ
が

「
復
帰
50
年
」
の
現
実
だ
。 

 

１
８
７
９
年
（
Ｍ
12
年
）
、
明
治
天
皇
制
政
府
は
琉
球
王
国
を
廃
止

し
て
沖
縄
県
と
し
て
日
本
国
家
に
併
合
す
る
「
琉
球
処
分
」
を
、
軍
隊

を
派
遣
し
て
暴
力
的
に
強
行
し
た
。
以
降
、
天
皇
制
政
府
は
「
ウ
チ
ナ

ー
グ
チ
」
（
沖
縄
語
）
の
禁
止
、
天
皇
崇
拝
の
強
制
な
ど
苛
烈
な
日
本

（
ヤ
マ
ト
）
同
化
政
策
を
推
進
し
、
沖
縄
は
北
海
道
（
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
）

同
様
、
内
国
植
民
地
と
し
て
支
配
・
収
奪
の
対
象
と
さ
れ
た
。 

 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
末
期
の
１
９
４
５
年
、
す
で
に
敗
戦
を
覚
悟

し
て
い
た
天
皇
制
政
府
は
「
国
体
護
持
」
（
天
皇
制
存
続
）
の
た
め
に

早
期
降
伏
の
検
討
を
天
皇
ヒ
ロ
ヒ
ト
に
上
奏
し
て
い
た
が
、
天
皇
は
「
も

う
一
度
戦
果
を
あ
げ
て
か
ら
で
な
い
と
・
・
・
」
と
認
め
ず
、
大
本
営

は
唯
一
「
国
体
護
持
」
を
目
的
に
沖
縄
戦
を
立
案
し
、
住
民
を
巻
き
添

え
に
し
た
凄
惨
な
地
上
戦
を
展
開
し
た
。
沖
縄
戦
が
天
皇
制
日
本
国
家

に
よ
る
植
民
地
支
配
の
結
果
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
。 

「
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
沖
縄
占
領
＝ 

米
軍
支
配
を
容
認
・
推
進 

 

 

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
米
軍
に
よ
る
軍
事
植
民
地
支
配
に
対
し
て
琉

球
・
沖
縄
民
衆
は
土
地
強
奪
反
対
、
基
地
撤
去
の
島
ぐ
る
み
闘
争
、
ベ

ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
、
全
軍
労
の
ゼ
ネ
ス
ト
闘
争
な
ど
に
立
ち
上
が
り
、

そ
れ
は
「
祖
国
復
帰
」
運
動
と
し
て
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
た
。 

反
戦
・
反
基
地
闘
争
を 

抑
え
込
む
た
め
の
「
日
本
復
帰
」 



                          

 

「
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
沖
縄
の
米
軍
事
占
領
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
天
皇
ヒ
ロ
ヒ
ト
は
生
存
中
（
在
位

中
）
に
何
回
と
な
く
沖
縄
訪
問
を
試
み
た
が
、
沖
縄
民
衆
の
怒
り
の
前

に
つ
い
に
そ
の
野
望
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

天
皇
ヒ
ロ
ヒ
ト
の
野
望
を
引
き
継
い
だ
前
天
皇
ア
キ
ヒ
ト
（
現
上

皇
）
は
沖
縄
訪
問
の
機
を
う
か
が
っ
て
い
た
が
、
１
９
７
５
年
の
「
沖

縄
海
洋
博
」
開
催
を
好
機
と
ば
か
り
に
夫
妻
で
乗
り
こ
ん
だ
。
天
皇
夫

妻
を
迎
え
た
も
の
は
ひ
め
ゆ
り
の
塔
で
の
糾
弾
の
火
炎
だ
っ
た
。
そ
の

後
も
ア
キ
ヒ
ト
は
度
々
沖
縄
を
訪
問
し
「
沖
縄
に
心
を
寄
せ
て
い
く
」

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
、
沖
縄
戦
を
頂
点
と
す
る
天
皇
制
の
戦
争

責
任
を
か
き
消
そ
う
と
し
て
き
た
。 

 

今
回
の
記
念
式
典
に
は
ヒ
ロ
ヒ
ト
の
孫
で
あ
り
、
ア
キ
ヒ
ト
の
子
で

あ
る
現
天
皇
ナ
ル
ヒ
ト
が
出
席
す
る
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
。
ナ
ル
ヒ
ト
の

式
典
出
席
の
目
的
が
、
長
年
に
わ
た
る
ヤ
マ
ト
（
日
本
）
国
家
の
支
配
・ 

抑
圧
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
琉
球
・
沖
縄
民
衆
の
反
ヤ
マ
ト
・
反
天
皇

制
意
識
を
解
体
し
、
現
在
進
ん
で
い
る
沖
縄
の
軍
事
植
民
地
化
を
受
け

入
れ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。 

 
琉
球
・
沖
縄
民
衆
の
反
米
軍
、
反
戦
・
反
基
地
闘
争
に
直
面
し
た
日

米
両
政
府
が
そ
の
闘
い
を
抑
え
込
み
、
基
地
の
安
定
的
維
持
運
用
を
は

か
る
た
め
に
打
ち
出
し
た
の
が
１
９
７
２
年
「
沖
縄
返
還
」
＝
「
日
本

へ
の
再
併
合
」
だ
っ
た
。
返
還
交
渉
が
進
む
に
つ
れ
て
、
復
帰
運
動
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
「
核
も
基
地
も
な
い
本
土
並
み
返
還
」
が
絵
に

描
い
た
モ
チ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
復
帰
当
日
、
那
覇
市
の

与
儀
公
園
で
は
「
返
還
」
を
糾
弾
す
る
集
会
と
デ
モ
が
行
わ
れ
た
。 

 

日
本
国
家
へ
の
隷
属
を
強
制
す
る 

歴
代
天
皇
を
ゆ
る
す
な 

日
米
安
保
条
約
・
地
位
協
定
を 

破
棄
し
よ
う 

 

沖
縄
へ
の
基
地
集
中
や
琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
、
そ
の
根
幹
に
あ
る

の
が
日
米
安
保
条
約
だ
。
日
米
安
保
体
制
こ
そ
諸
悪
の
根
源
だ
。
そ
し

て
国
内
法
に
優
越
し
て
米
軍
の
特
権
を
保
障
す
る
の
が
地
位
協
定
だ
。 

そ
れ
に
地
位
協
定
に
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
米
軍
維
持
経
費
、
い
わ
ゆ

る
「
思
い
や
り
予
算
」
と
し
て
年
間
２
０
０
０
億
円
と
い
う
巨
費
を
支

出
し
て
い
る
。
米
政
府
は
さ
ら
に
こ
の
予
算
の
大
幅
増
額
を
求
め
て
い

る
。
そ
し
て
こ
れ
と
は
別
に
基
地
周
辺
対
策
費
・
施
設
の
借
料
な

ど
に
約
１
８
０
０
億
円
、
土
地
の
賃
料
に
約
１
６
０
０
億
円
、

米
軍
再
編
関
係
費
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
沖
縄
に
関
す
る
特
別
行
動
委

員
会
）
関
係
費
な
ど
を
加
え
る
と
総
額
７
０
０
０
億
円
近
い
膨

大
な
金
額
を
負
担
し
て
い
る
の
だ
。 

対
中
国
戦
争
に
向
け
た 

琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
ゆ
る
す
な 

 
 

岸
田
政
権
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
軍
事
侵
攻
を
好
機
と
ば
か
り

に
「
台
湾
有
事
」
を
煽
り
立
て
、
改
憲
や
琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
を
加 



 

 

（
再
併
合
）
と
そ
の
後
の
歴
史
を
祝
い
、
現
在
政
府
が
進
め
て
い
る 

琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
、
対
中
国
戦
争
体
制
作
り
を
容
認
し
打
ち
固
め

る
も
の
だ
。 

 

今
、
私
た
ち
ヤ
マ
ト
（
日
本
）
の
労
働
者
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
琉

球
・
沖
縄
民
衆
の
自
決
権
（
自
己
決
定
権
）
を
断
固
支
持
し
、
日
本
政

府
の
沖
縄
植
民
地
政
策
、
と
り
わ
け
琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
攻
撃
と
闘

う
こ
と
だ
。
ヤ
マ
ト
に
お
け
る
安
保
破
棄
を
鮮
明
に
し
た
反
戦
・
反
基

地
闘
争
で
沖
縄
の
闘
い
に
連
帯
し
よ
う
。 

 

速
さ
せ
て
い
る
。
「
台
湾
有
事
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
中
国
と
の

戦
争
を
想
定
し
た
も
の
だ
。
そ
の
た
め
に
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
部
隊
を
す

で
に
奄
美
大
島
と
宮
古
島
に
配
備
し
、
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
石
垣
島

や
沖
縄
本
島
に
も
配
備
す
る
。
宮
古
島
で
は
ミ
サ
イ
ル
配
備
反
対
の
抗

議
行
動
に
対
し
自
衛
隊
は
警
察
権
力
に
よ
る
弾
圧
の
も
と
配
備
を
強
行

し
た
。
そ
し
て
「
台
湾
有
事
」
に
は
米
海
兵
隊
が
琉
球
弧
の
島
々
に
攻

撃
用
臨
時
拠
点
を
置
き
、
日
米
共
同
作
戦
を
実
施
す
る
計
画
が
立
て
ら

れ
て
い
る
。 

 

政
府
の
「
敵
基
地
攻
撃
論
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
軍
事
基
地
は
戦

時
に
は
最
初
の
攻
撃
目
標
に
な
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
政
府

は
沖
縄
・
琉
球
の
民
衆
を
再
び
戦
争
被
害
の
危
険
に
さ
ら
そ
う
と
し
て

い
る
の
だ
。
こ
う
し
た
暴
挙
を
絶
対
に
ゆ
る
し
て
は
な
ら
な
い
。 

琉
球
・
沖
縄
民
衆
の
自
決
権
＝ 

自
己
決
定
権
を
支
持
し
よ
う 

 

日
本
国
家
は
明
治
天
皇
制
政
府
に
よ
る
「
琉
球
処
分
」
以
降
、
琉

球
・
沖
縄
民
衆
の
自
決
権
（
自
己
決
定
権
）
を
踏
み
に
じ
っ
て
き
た
。 

こ
う
し
た
１
４
０
年
余
に
わ
た
る
差
別
・
抑
圧
の
歴
史
、
そ
し
て
今
、

基
地
撤
去
を
求
め
る
沖
縄
・
琉
球
民
衆
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
な

く
、
カ
ネ
と
力
ず
く
で
民
意
を
叩
き
潰
そ
う
と
す
る
ヤ
マ
ト
国
家
に

対
し
て
琉
球
・
沖
縄
民
衆
は
「
自
己
決
定
権
」
を
要
求
し
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
未
来
は
自
分
た
ち
で
決
め
る
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
だ
。 

 

天
皇
夫
妻
が
出
席
す
る
「
沖
縄
復
帰
50
年
式
典
」
は
、
基
地
撤
去

を
求
め
る
沖
縄
・
琉
球
民
衆
の
切
実
な
声
を
踏
み
に
じ
っ
た
「
復
帰
」 

◆
「
『
復
帰
』
50
年
を
問
う
」
５
・
15
デ
モ
（
東
京
） 

 
 

ウ
チ
ナ
ー
イ
ク
サ
バ
や
ナ
ラ
ン
ド
― 

軍
事
基
地
は
出
て
い
け
！ 

５
月
15
日 

午
後
２
時 

日
比
谷
公
園
・
霞
門
集
合 

主
催
：
沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

◆
「
５
・
15
復
帰
」
を
問
う
沖
縄
行
動
＆
５
月
行
動 

★
脱
植
民
地
化
沖
縄
集
会
―
「日
本
復
帰
50
年
を
問
う
」 

５
月
13
日 

午
後
５
時
30
分
～ 

浦
添
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

主
催
：
「
５
・
15
復
帰
」
を
問
う
沖
縄
行
動 

★
南
と
北
を
結
ぶ
イ
チ
ャ
ル
パ
（
南
北
之
塔
／
糸
満
市
） 

５
月
14
日 

午
前
10
時
～ 

主
催
：
ア
イ
ヌ
民
族
と
連
帯
す
る
ウ
ル
マ
の
会 

★
ヤ
マ
ト
（日
本
）に
よ
る
琉
球
再
併
合
を
問
う
集
会
・デ
モ 

５
月
15
日 

午
後
２
時 

宜
野
湾
市
真
志
喜
・
森
川
公
園 

主
催
：
「
５
・
15
復
帰
」
を
問
う
沖
縄
行
動 

 


